
 

 

 

 

 

 

 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのグラフ化 
  

 ODFVFGraphソフトウエア 
 Ver.1.13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ver1.100  2009/08/07  スクロールなしで結晶方位が表示出来るように変更 

 Ver1.12   2020/11/20  textエリアに手入力でグラフ表示 

 Ver1.13  2023/04/14 textエリア拡大 
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概要 

体積分率を円グラフに表示する事は報告書を作成する上で非常に分かりやすい 

このＴｏｏｌを作成する。 

ＬａｂｏＴｅｘで体積分率を計算した結果のテキストファイルはｗｏｒｋエリアに保存されている。 

この結果を読みだして、円グラフ描画のソフトウエアを作成する事で実現可能 

Ｗｏｒｋエリアのファイル構造 

  ＬａｂｏＴｅｘのＷｏｒｋエリアはＬａｂｏＴｅｘソフトウエアがインストールされているディレクトリ

に USERディレクトリが存在している。この USERディレクトリ以下がｗｏｒｋエリアです。 

例えば、新規で user1を作成すると、 

   C:¥labotex2¥USER¥user1.LABディレクトリが作成され、このディレクトリ以下には 

  

 ディレクトリが作成される。 

このディレクトリは、user1さんの固有ディレクトリになります。 

扱う試料の結晶系により登録されるディレクトリが自動的に決まります。 

 

Ver1.12でテキストエリアの編集でグラフ表示を可能にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実際に使って見る 

 

Ｐｒｏｊｅｃｔ   ：ＶＦ 

ｓａｍｐｌｅＮａｍｅ：ＶＦＤＥＭＯ 

で起動 

c:¥LaboTex2¥USER¥user1.LAB¥O-Cubic.LAB以下に 

   

VF.LAB以下に 

  

VFDEMO.LAB以下に 

   入力 EPFファイル 

Job1以下に 

  

 

 



ODFを計算する 

Job1以下に 

 Itaration結果  

 

 

 

 



ＯＤＦ結果 

  

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算 

 

Ｅｘｉｔ ａｎｄ Ｓｈｏｗで終了する。 

 

 

 



VFDEMO.LAB以下に 

Job2が新たに作られる 

Ｊｏｂ２以下は 

が VolumeFraction結果である。 

 

 

この結果が表示出来れば実現出来る。 

 

同一名称の VFDEMO.PODが Job 以下に存在する。 

 ODF計算イタレーション結果 

 VolumeFraction計算結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＶＦＧｒａｐｈソフトウエアの使い方 

 

でＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算したＪｏｂの＊．ＰＯＤファイルを指定する。 

 

  

 

 

 

 



円グラフが示される。 

 

 

 

 この円グラフを元に報告書を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



報告書 

 体積分率を計算すると 

  

 が定量される。 

 

          

 

 

 ＣｕｂｅＣＯＤｉｓｐで結晶方位を描画させ、Ｅｘｃｅｌで配置してＷｏｒｄに張り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



手入力によるグラフ表示 

 手入力へ切り替え 

  

 入力を行う。（区切り文字はｔａｂ） 

  

  



 CompareVolumeFraction(ver.1.04以降)入力データを作成する 

 

  

 

更に入力を行う場合、toJob->toDispを行う。 

  

 NOと String を表示される。Valueを入力する。 


